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【方法】 21歳から32歳の正常月経周期を有する婦人 6 例を対象とした。月経周期 7 日目から 10日目の






まず第 1 周期にプレマリン20mgを 1 回静注し，その投与前 2 時間と投与後 8 時聞にLH-RH テスト





LH-RH テストを施行した次の月経周期の同時期に，プレマリン20mg静注し，プレマリン投与前 3 時
間，投与後 8 時間および56時間に15分毎の採血を各々 3 時間行ない，血中のLH， FSHをRIA IC て測定
した。この測定系の測定内変異係数は， LH 11.6 %, FSH 9 %である。ゴナドトロビンの pulse の定義




プレマリン投与後 8 時間のLH-RHテストの結果をプレマリン投与前のそれと比較すると， LHのnet
increase (以下ムLH) は，プレマリン投与前にくらべ， 15分後， 30分後において有意 (p< 0.05) に減
少していた。 FSHの net increase (以下ム FSH) もLH-RH投与後30分値が，プレマリン投与前より有
意 (P<0.05) に減少していた。次にプレマリン投与後56時間におけるLH-RHテストの結果をプレマ
リン投与前と比較すると，ムLHはプレマリン投与前に比べ15分， 30分， 60分で有意 (P< 0.05) に増加
していた。ムFSHも同様に30分， 60分において有意 (P<0.05) に増加していた。
2 )律動的分泌
プレマリン投与前と投与後 8 時間および56時間におけるゴナドトロピンの基礎分泌値， pulse の頻度
と pulse の前値よりの増加値(以下増加値)を比較検討した。 LHの基礎分泌値は，プレマリン投与前
値の 9.9 土 0.9 mtU/mtが，プレマリン投与後 8 時聞に 7.6 :i 1.0 mIU / mt と有意(P< 0.05)に抑制され，
プレマリン投与後56時間には 24.7 :i 4.5 mIU / mt と有意 (P く 0.05 )に促進されていた。一方FSHの基
礎分泌値の変動もLH同様の傾向を示した。 LHの pulseの頻度は， 3 時間当たり投与後 8 時間で 2.3 土
0.5 回，投与後56時間で1.8 土 0.2 回とプレマリン投与前の1.8 土 0.5 固に比し有意差はなかった。 FS
H のpulse の頻度もLH同様，プレマリン投与前，投与後 8 時間および投与後56時間の間で，有意差は認
めなかった。次にLH増加値はプレマリン投与前の 3.3 土 0.5 mIU/mtが，投与後 8 時聞に 2.4 :i 0.2 mI 
U/mt と減少したが，有意差はなかった。プレマリン投与後56時間に 13.7 :i 4.2 mIU / mt とプレマリン














satileな分泌パターンは変化しないが. LH-RHに対する下垂体の反応性は，初期には抑制され， rebound 
の時期には促進されていたので，主として下垂体がエス卜ロゲンの作用部位である乙とを明らかにしたも
ので，新知見を加えたものと考えられる。
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